様式第１号（第３条関係）

富士見市統計調査員候補者登録申請書

年　　　月　　　日

（宛先）富士見市長

申請者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　

統計調査員候補者として登録を受けたいので、富士見市統計調査員候補者登録制
度要綱第３条第１項の規定により、次のとおり申請します。

なお、富士見市統計調査員候補者登録制度要綱第２条各号に掲げる要件を満たし
ていることを申し添えます。

また、登録調査員として登録された場合には、各統計調査における調査員の選任、
統計功績者表彰の推薦等で国や県に対して私に関する情報を提供することに同意し
ます。

	ふりがな
	
	性別
	男 ・ 女

	氏　　名
	
	
	

	生年月日
	年　　月　　日
	職業
	

	住    所
	（〒　　　　－　　　　　）

富士見市

※建物名・部屋番号などを含めてご記入ください。

	電話番号
	自　　宅　　　　　（　　　　）　　　　
携帯電話　　　　　（　　　　）　　　　



【推薦書】
　
統計調査員候補者として上記の者を推薦します。
　　年　　月　　日
町会名　
町会長氏名　


様式第１号（第３条関係）

富士見市統計調査員候補者登録申請書

令和　〇年〇〇月〇〇日

（宛先）富士見市長

申請者　住　所　■■　●丁目●番●号
氏　名　〇〇　〇〇　　　　　　　　　　　　

統計調査員候補者として登録を受けたいので、富士見市統計調査員候補者登録制
度要綱第３条第１項の規定により、次のとおり申請します。

なお、富士見市統計調査員候補者登録制度要綱第２条各号に掲げる要件を満たし
ていることを申し添えます。

また、登録調査員として登録された場合には、各統計調査における調査員の選任、
統計功績者表彰の推薦等で国や県に対して私に関する情報を提供することに同意し
ます。

	ふりがな
	　 ふじみ  　はなこ
	性別
	
男 ・ 女

	氏　　名
	　富士見　花子
	
	

	生年月日
	昭和○○年○○月○○日
	職業
	　□□□□

	住    所
	（〒○○○－○○○○）

富士見市　■■　●丁目●番●号
※建物名・部屋番号などを含めてご記入ください。

	電話番号
	自　　宅　　○○○（ ○○○ ）○○○○
携帯電話　　△△△（△△△△）△△△△





【推薦書】
　
統計調査員候補者として上記の者を推薦します。
　　令和　〇年〇〇月〇〇日
町会名　　　□□□□□□
町会長氏名　　　〇〇　〇〇
○富士見市統計調査員候補者登録制度要綱
平成２８年３月３１日
告示第７１２号
改正　平成３０年３月３１日告示第１３５号
（趣旨）
第１条　この要綱は、統計法（平成１９年法律第５３号）に基づき国からの委託により実施する統計調査に従事する統計調査員（以下「調査員」という。）の候補者選考事務を円滑に行うため、調査員の希望者をあらかじめ市に登録する制度（登録された者を「登録調査員」という。）について必要な事項を定めるものとする。
（要件）
第２条　登録調査員は、公募者又は各町会から推薦された者の中から、次の各号に掲げる要件を全て満たし、適格と認めた者とする。
(１)　責任をもって統計調査事務を遂行することができること。
(２)　市内在住であること。
(３)　原則として満２０歳以上であること。
(４)　秘密の保護を遵守することができること。
(５)　国税徴収法（昭和３４年法律第１４７号）第２条第１１号に規定する徴収職員又は地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第１条第１項第３号に規定する徴税吏員でないこと。
(６)　警察法（昭和２９年法律第１６２号）第３４条第１項又は第５５条第１項に規定する警察官でないこと。
(７)　選挙に直接関係のないこと。
(８)　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下この号において同じ。）でない者及び同条第２号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しないこと。
（平３０告示１３５・一部改正）
（登録の手続）
第３条　登録調査員の希望者は、所要事項を記入した富士見市統計調査員候補者登録申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。
２　市長は、登録の可否を決定し、登録調査員の希望者に対し、富士見市統計調査員候補者登録決定・却下通知書（様式第２号）により通知する。
３　登録調査員は、登録事項に変更が生じたときは、速やかに市長に申し出なければならない。
（平３０告示１３５・一部改正）
（登録の期間）
第４条　登録の期間は、２年の範囲内で市長が定める期間とし、再登録を妨げない。
（平３０告示１３５・一部改正）
（登録の抹消）
第５条　登録調査員が次の各号のいずれかに該当するときは、登録を抹消することができる。
(１)　登録調査員から登録の抹消の申出があったとき。
(２)　第２条に規定する要件を満たさないと判明したとき。
(３)　登録調査員が死亡したとき。
(４)　その他調査員として不適格な理由が生じたと認めるとき。
２　前項各号（第３号を除く。）の規定により登録を抹消したときは、登録調査員に対し、富士見市登録調査員候補者登録抹消通知書（様式第３号）により通知するものとする。
（平３０告示１３５・全改）
（優先選考）
第６条　市長は、各種統計調査における調査員候補者として、登録調査員の中から次の基準により優先して選考する。
(１)　現に支障なく統計調査に従事し、事務を完了することができる者
(２)　調査地域を正確に把握し、円滑に調査及び訪問をすることができる者
(３)　前２号に規定するもののほか、各種統計調査に熱意がある者
（平３０告示１３５・一部改正）
（登録調査員以外の選考）
第７条　市長は、各種統計調査の様態、規模、地域事情その他の理由により登録調査員に不足が生じたとき、又は登録調査員からの選任が適当でないと認められるときは、各町会からの推薦その他の方法により調査員を選考することができる。
附　則
この告示は、平成２８年４月１日から施行する。
別紙２





（記入例）





調査員候補者ご本人様がご記入ください





町会長ご本人様がご記入ください








